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代替タンパク質をめぐる表象と人々の意識 

 

 
○標葉隆馬（慶應義塾大学），，武田浩平（大阪大学），橋本萌那（慶應義塾大学）， 

松尾朗子（東京大学），笹原和俊（東京科学大学） 

 

 
1. 代替タンパク質への注目 

代替タンパク質は、地球規模での人口増加、気候変動、食料安全保障といった課題に対応する手段と

して注目されている。同時に、この萌芽的技術をめぐる社会受容の在り方をめぐる研究も進みつつある。

日本国内においても、代替タンパクと一言でいっても、植物性タンパク質と動物性タンパク質かによっ

て想起されるイメージが異なること、昆虫食については科学的関心の差異に関係なく想起されるイメー

ジが芳しくないことなどが指摘されている（Takeda et al. 2023）。 
培養肉や微生物発酵、植物由来肉といった多様な技術は、それぞれ異なる社会的イメージや期待を伴

って受容されつつあるが、企業や研究者がどのようにこれらの技術を社会に提示しているか、特に公式

Web サイトにおける言説や図像表現の分析は十分に行われていない。本研究は、代替タンパク質に関す

る企業 Web サイトを収集し、テキストと図像を体系的にコーディングすることで、技術のフレーミン

グ、倫理的訴求、食文化との関連づけ方を明らかにすることを目的とした。 
 

2. 方法と材料 

 全体で 1293 件の Web サイトを対象として分析を行った。収集したサイト情報について内容分析を実

施した。内容分析に際しては事前にコーディングルールを定め、2 名のコーダーでのコーディングの一

致率を測定し、コーディンングルールの妥当性を確認した（AC1 指標で 0.7 以上であることを確認し

た）。コーディング結果について、各フレームの単純集計ならびに数量化Ⅲ類によるフレーム登場パタ

ーンの分類を行った。 
 

3. 結果 

 単純集計の結果、全体的な傾向として eco.sustainable のフレームの登場が代替タンパク質の種類に

関わらず最も多い傾向にあることが分かった。一方で、techno.progressive のフレームは培養肉におい

てより多くみられ、一方で植物肉では余り見られないなどの傾向が認められた。植物肉においては、

healthy、natural、vegan などのフレームが他種類の代替タンパク質よりもフレーム登場頻度が高いこ

とも分かった。培養肉が先端的な技術力を前面に押していく方向であるのに対し、植物肉ではより自然

や安全といったニュアンスを強調する形で強調されていることが伺える。 
 また数量化Ⅲ類による代替タンパク質をめぐる表象の登場パターンの分類を行った。単純集計の結果

とも軌を一つにする結果でもあるが、植物肉と培養肉や精密発酵の間で異なるフレーム表象のパターン

が認められた。植物肉においては、nostalgic、traditional、convenient、nutrition、eco.sustainable な

どのフレームが支配的であることが見いだされた。また図像としては、料理や家族描写が多いこともう

かがえる。一方で、培養肉や精密発酵においては、主として techno.progressive のフレームで表彰され

ていることが見いだされた。また図像としては、科学者や科学的図像が登場しやすいことが明らかとな

った。対応における分類軸としては、横軸が「伝統―技術」であり、縦軸が「もの・こと―感情」とし

て分類されているものと解釈できそうである。 
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Cultivated：培養肉,  Fermentation:微生物発酵（菌類を用いたバイオマス発酵、遺伝子組換えの精密

発酵など）, Plant-based：植物由来肉（大豆、ココナッツの他、藻類、きのこも含む）, mixed: 上記の

ものを複数含む. 最終産物については、Ingredients: 原料系（プロテインの粉末など）, Seafood: 魚（ツ

ナやシャケなど）, Meat: 動物肉, Dairy&Egg: 乳製品, Mixed: 上記を複数含む, Other: bioprocessing 
infrastructure and equip, contact manufacturing. 
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